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励起光源とし
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図８

高出力化技術
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あり，パルス当

範囲が狭い．広

である．低出力

より高平均出力

基礎技術を確立

続レーザ発振に

Er:ZBLAN ガラ

発振の際には励

り熱となる．Y
10%以下である

ため，Er:ZBLA
比べて高出力化

ルモード Yb フ

は数キロワット

ザの出力は 10 W
ァイバレーザが

り，放熱技術の

我々はフッ素系

ファイバの高効

出力を実現した

が報告した 9W
力不安定性（時

要を示す． 
装置の概略図を
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ブルクラッド Z
導体レーザー

ッ素系液体を循

ァイバ両端部に

よび放出光の入

るレーザ出力の
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した．しかしな
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に関する技術開
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Yb 添加石英フ

ることと比較す

AN ファイバレ

化が難しい．実

ァイバレーザ

トに達している

W に満たない

がまだ発展途上

の開発により高

系液体を利用し

効率放熱技術を

た．この出力は

W よりも大幅

時間的揺らぎ）

を図 9 に示す．

一クラッド径

ZBLANファイ

（975 nm）を用

循環させた容器

に配置した CaF
入出力を行った

の関係を示す．

発振モード同期
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ながら，モード

要である． 

パルス列波形
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光源とするに
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すると数倍の発
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24 W の出力が 14.5%の光－光変換効率で得られた．5 分間

の出力変化を図 11 に示す．顕著な変動は見られず，安定

した出力が得られた． 

 

図９ 高出力連続波ファイバレーザ 
 

 

図１０ 入出力特性 
 

 

図１１ 出力の時間変化 

７．まとめ 

中赤外域の超短パルス・高平均出力・高効率・全固体レ

ーザの実現を目指し，中赤外 2.8 μm 帯でレーザ利得が得

られる Er 添加フッ化物ファイバに着目し，同波長帯の高

ピーク出力レーザパルス発生に関する基礎研究を行った．

波長帯域が 150 nm に及ぶ広帯域波長可変ファイバレーザ

を開発し，超短パルス発生へ向けた重要な基礎データを得

た．また，リング型ファイバ共振器によるモード同期の観

測に成功し，中赤外ファイバレーザによる超短パルス発生

の可能性を示した．さらに，世界最高出力の 2.8 μm 帯連

続波ファイバレーザの開発に成功し，これまで飛躍的な高

出力化が困難と考えられてきたフッ化物ガラスファイバ

レーザが高平均出力レーザとして高い能力を持つことを

実証した． 
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